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『日本学報』第 39号 (2020年 3月）

■執筆者紹介（掲載順）

謝花 直美（じゃはな・なおみ） 沖縄タイムス編集局記者，大阪大学文学研究科博

士後期課程（日本学専門分野） 2018年 3月修了

登尾紗帆（のぼりお・ さほ）

大阪大学文学研究科博士前期課程（日本学専門分野） 1年生

西村 まりな（にしむら・まりな） 大阪大学文学部（日本学専修） 2018年度卒業

栖原 志保（すはら・しほ） 大阪大学文学部（日本学専修） 2018年度卒業

趙世珍（ちょう・せじん）

大阪大学文学研究科博士後期課程（日本学専門分野） 2年生

編集後記

2015年に着任して以来，日本学報の編集にかかわるのはこれが初めてとなる。とはいえ，

編集として十分に仕事ができたかと問われると口ごもるほかない。本号もまた，教務補佐

の鎌倉祥太郎さんの助力がなければ完成しなかっただろう。今後の再編の過程で，こうし

た研究室の媒体がどのようになっていくかも大きく変わっていくに違いない。今年度は大

学入試改革をめぐり，とくに英語民間試験の導入の中止について大きな混乱がおきたが，

大学改革をめぐっても迷走，混乱が当分は続きそうである。学部・大学院における教育・

研究とはどのようなものであるべきか， コミュニケーションをとりながら， ここに集う人

が力を発揮できる場づくりを目指していきたい。

（安岡健一）
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